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「魚達の楽園」

　平成28年度の“みやかん”の表紙には、「2015仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局

今月の表紙

岡田千瑛莉さん
（仙台市立幸町中学校２年生）
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平成29年１月

宮城県管工業協同組合

謹んで新春のご挨拶を申し上げます

理 事 長 渡 　 辺 　 　 　 皓

副 理 事 長 内 　 海 　 　 　 透

同 佐 　 竹 　 毅 　 彦
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　明けましておめでとうございます。新しい年を迎えるに当たり、県民の皆様の御健勝と御多幸を心
からお祈り申し上げます。
　昨年は、リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックで宮城県ゆかりの選手が活躍されました。
バドミントン女子ダブルスに出場した髙橋礼華さんと松友美佐紀さんが金メダルを、卓球女子団体に
出場した福原愛さんとウィルチェアー（車いす）ラグビーに出場した庄子健さんがそれぞれ銅メダル
を獲得され、私たち県民に勇気と感動を与えてくれました。また，石巻市立病院の再開や三陸縦貫自
動車道の延伸など、震災からの復興が着実に進み、さらに、医学部の新設や仙台空港民営化など「創
造的復興」として種をまいてきた取組が次々と花開いた年でした。
　今年は、「宮城県震災復興計画」（平成23年10月策定）に定める「再生期」の最終年に当たります。
昨年に引き続き、「迅速な震災復興」、「産業経済の安定的な成長」、「安心して暮らせる宮城」、「美し
く安全な県土の形成」を政策推進の基本として、復旧・復興に向けた施策に最優先で取り組むととも
に、人口減少対策や地域経済の活性化、地方創生と地方分権の取組も併せて推進し、平成30年からの

「発展期」につなげてまいります。
　「迅速な震災復興」においては，いまだ多くの被災者の方々が応急仮設住宅等での不自由な生活を
余儀なくされておりますので、恒久的な住宅への円滑な移行に全力を挙げてまいります。また、医療・
福祉サービス提供体制の確保に取り組むほか、応急仮設住宅等に暮らす被災者の方々への見守り活動
や健康面への支援、心のケアなどに取り組んでまいります。さらに、被災者の方々の生活再建と被災
地の再興を図るためには、地域産業の再生と雇用の確保が重要なことから、被災事業者の施設・設備
の復旧支援や震災により失われた販路を回復するとともに、雇用のミスマッチの解消に取り組んでま
いります。
　加えて、生活環境や観光地・県産品の安全・安心に関する情報等を国内外へ発信することにより、
東京電力福島第一原子力発電所事故で生じた風評の払拭に努めるとともに、県内各地で一時保管され
ている放射性物質汚染廃棄物の処理に向けて取り組んでまいります。
　「産業経済の安定的な成長」においては、国内外からの新たな企業の立地や投資を促進するとともに、
取引拡大や技術力向上への支援などにより、県内中小企業の競争力強化等を進めてまいります。また、
放射光施設や国際リニアコライダーの誘致など東北地方全体の発展に向けた取組も充実させ、さらに、
交流人口の拡大に向けて、「復興ツーリズム」の推進、外国人観光客の受入体制整備などに取り組む
ほか、東北各県等との連携によりインバウンド対策の強化を図ってまいります。
　また、今年は県内で大きなイベントが予定されています。高校生たちによる熱い祭典「全国高等学
校総合体育大会」と「全国高等学校総合文化祭」が７月から８月まで、全国規模の和牛の品評会「全
国和牛能力共進会」が９月に開催されます。大会を盛り上げようと頑張っている方々とともに全国か
らのお客様を温かくお迎えしましょう。
　復旧・復興への道のりはまだ続きますが、ふるさと宮城の再生と発展のため、新たな取組にも積極
果敢にチャレンジしてまいります。明るい未来を目指しながら、県民の皆様と手をつなぎ一緒に進ん
でまいりたいと考えておりますので、より一層の御理解と御協力をお願い申し上げます。

宮城県知事
村　井　嘉　浩

　明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、希望に満ちた新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

  今、世の中で起きている不幸な出来事、中でも内戦が続いて大勢の難民を発生させている国やＩＳ
との戦いを強いられている国があることを知る時、日本に生まれて、しみじみ良かったと思う訳であ
ります。
　また、東北６県の中でも、穏やかな気候の宮城県に住むことが出来て、幸運であります。
　その上、人口105万を抱える政令指定都市 仙台で働くことが出来て、本当に良かったと「感謝」「感
謝」の思いで一杯であります。

　年明け早々の新聞で、日本老年学会・日本老年医学会は、高齢者の身体能力や健康状態等に関する
データを収集・分析したところ、10 ～ 20年前に比べて５～ 10歳程度若返っているとして、現在65歳
以上とされている高齢者の定義を75歳以上とするよう提言したと報じられておりましたが、このこと
も日本という国の良さを示しているのではないでしょうか。

　さて、ご案内のとおり、国土交通省では現在、建設業の担い手確保に向けて、これまで言われてき
た「きつい・汚い・危険」の３Ｋから新３Ｋの「給与（がいい）」「休暇（が取れる）」「希望（が持てる）」
の実現を目指した諸施策を実行してきて頂いているところでありますが、宮管組合も若い人たちに向
けて、建設業は生涯を託せる産業であるということを、みんなで発信していきたいと思います。

　私ども宮管組合は今年４月18日に創立70周年という節目を迎えさせて頂きます。これも偏に、先達
と関係各位によりますご厚情の賜と改めて心から感謝申し上げます。
　これを機会に、私たち組合は一致団結して、国・県・市に対しましても「感謝」「感謝」の思いを
込めまして、これまで以上に技術と技能の研鑽に励み、責任施工を以てインフラの整備と維持管理に
努め、安心で快適な生活空間をご提供することで、皆様のご負託にお応えして参りますので、倍旧の
ご指導とご鞭撻を宜しくお願い致します。

　結びにあたり、皆様方のご健勝とご多幸を祈念申し上げまして、新年の挨拶とさせて頂きます。

新年のご挨拶

宮城県管工業協同組合
理事長　渡　辺　　　皓

ふるさと宮城の「再生」から「発展」へつなげる年に
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　明けましておめでとうございます。
  宮城県管工業協同組合ならびに組合員の皆さま方におかれましては、組合創立70周年となる希望に
満ちた新年を迎えられましたことと存じ、お慶び申し上げます。また、日頃より水道という重要なラ
イフラインを維持し、市民生活と地域産業を支えるためにご尽力いただいておりますことに心より御
礼申し上げます。

  また、昨年４月に発生し最大震度７を記録した「平成28年熊本地震」における応急復旧隊の派遣に
当たりましては、合計24名の組合員の皆さまが延べ21日間にわたり、深刻な被害を受けた熊本市の漏
水修繕に従事され、復旧に大きく貢献されました。皆さまが日頃から培ってこられた高い技術力と使
命感に基づいた多大なるご支援に対しまして、改めまして敬意を表しますとともに、復旧の後方支援
にご尽力いただいた皆さまに深く感謝申し上げます。

  東日本大震災からまもなく６年が経過しようとしております。この間本市は、被災された方々の一
日も早い復興を目指し、様々な整備事業に取り組んでまいりました。現在は、被災された方々の新た
な住まいの再建が完了し、多くの方々が生活の場を新たにし、生活再建に臨まれております。復興が
ここに至るまでには、昼夜を問わぬご尽力により現場の工事施工を担った皆さまが、非常に大きな役
割を果たされたものと考えております。今後とも、かさ上げ道路などの津波防災や沿岸部の新たな交
流拠点といった本市が進める防災・減災に向けた都市基盤の整備を継続的に取り組んでまいりますの
で、変わらぬお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

  さて、昨年は、熊本地震や記録的な大雨とそれに伴う洪水により、岩手県や北海道を中心に広範囲
に被害をもたらした８月の台風10号など、自然災害の脅威が改めて痛感された年でした。これらの大
規模災害では、普段当たり前になっているライフラインがいかに私たちの生活に欠かせないものであ
るかが大きくクローズアップされ、水道局としましても、水道という最も基本的なライフラインを担
う責任を強く認識し、「災害に強い水道づくり」への思いを強くした次第でございます。
  水道局では、現在、「仙台市水道事業中期経営計画（平成27 ～ 31年度）」に基づき、「強くて安心な水道」、

「エコで持続可能な水道」を目指すべき将来像に掲げ、様々な事業に取り組んでおります。
  東日本大震災の経験と教訓を踏まえた災害対策としては、老朽管路更新における長寿命かつ耐震性
に優れた管種の採用や、浄水場・配水所の耐震化推進、広域水道単独配水区域の解消や配水ブロック
の再編による水運用機能の強化に加え、市立小学校に災害時に地域住民の皆さまが自ら給水所を開設・
運営することができる災害時給水栓の整備を進めております。
  また、地域の防災訓練における応急給水の説明や水の備蓄の呼びかけ、災害時の相互応援協定を締
結している大都市との定期的な合同訓練といった、地域の皆さまや他都市との連携強化を図り、ハー
ド・ソフト両面による総合的な災害対応力の向上に力を入れております。

  これからも安全で良質な水道水を安定的に供給していくことを使命とし、都市基盤を支える水道事
業をより強靭なものとしていくため、力を尽くしてまいりますので、より一層のご支援を賜りますよ
うお願い申し上げます。

  結びに、宮城県管工業協同組合のますますのご発展と組合員の皆さまのご健勝を心より祈念申し上
げまして新年のご挨拶といたします。

 明けましておめでとうございます。皆さまにおかれましては、組合創立70周年を記念する輝かしい
新年をお迎えになったことと存じ、お慶び申し上げます。
  宮城県管工業協同組合ならびに組合員の皆さまにおかれましては、日頃より市民の健康と生命を守
る重要なライフラインである上下水道の安定運営に、様々なご支援をいただいておりますことに心よ
り感謝申し上げます。

  昨年は、東日本大震災で被災された多くの方々が生活拠点を新たにされ、市内18団地のプレハブ仮
設住宅の解体が始まるなど、新たなお住まいの生活再建を果たされ、復興の大きな節目となった年で
した。本市が進めてまいりました住まいの再建に関する事業が着実に進捗したことは、皆さま方の力
強いご支援の賜物と考えております。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。今後も、被災され
た方々の生活再建に向け、お一人おひとりのご事情に丁寧に寄り添いながら、新たな生活の場におけ
るコミュニティづくりといった支援に、継続的に取り組んでまいります。また、防災・減災のまちづ
くりといたしまして、津波多重防御の要となる県道塩釜亘理線のかさ上げ道路の整備や、沿岸部の新
たな賑わいと交流の場となる海岸公園の整備を進めてまいりますので、引き続き皆さまのお力添えを
賜りますようお願い申し上げます。

  さて、震災復興後の新しい仙台の将来に目を向けますと、人口減少という課題にどう向き合うかが
非常に重要なものになると考えております。近い将来本市に到来する人口減少局面において、都市の
活力を将来にわたり保持していくためには、多様な人々を引き付ける魅力溢れるまちの創出が不可欠
であります。本市では現在、「政策重点化方針2020」に基づき施策の重点化を図り、この課題に対応
する戦略的なプロジェクトに取り組んでおります。
　本年11月には、本市において国内外の防災関係者が集まり災害の教訓・知見の発信や議論を行う「世
界防災フォーラム」が開催されます。これまでスイスのダボスで２年に１度開催されていたフォーラ
ムが、東北大学と本市の働きかけにより、このたび隔年に、仙台で定期開催される運びとなったもの
でございます。この機会をとらえ、国連防災世界会議でも優れた評価をいただいた地域団体、研究機
関、企業等多様な主体が蓄積している震災の経験を生かした防災・減災のまちづくりに関する知見や
成果の発信を通じて、世界の防災文化の発展や持続的な都市づくりに貢献し、「防災環境都市」とし
ての都市ブランドの確立へとつなげてまいりたいと考えております。

　本市はこれまで、東北地方から東京圏への人口流出をくいとめるダムとしての役割を担い、東北各
地と相互に依存する関係を築きながら、東北の中枢都市として発展してきました。東北地方の人口減
少が深刻さを増していく中、ともに震災からの復興を成し遂げ、地域全体がこれからも発展していく
ためには、これまで本市が培ってきた東北各都市との連携をさらに強化し、東北の自然、歴史、文化
など優れた資源を発信し、国内外から人や活力を呼び込むことが必要です。今後も、東北を牽引する
都市として、地域全体に活力の波及効果をもたらすべく、積極的な施策を展開してまいりますので、
今後とも皆さまのご支援を賜りますよう重ねてお願い申し上げます。

　結びに、本年が皆さまにとりまして健康で実り多き年となりますことを心より祈念申し上げまして、
新年のご挨拶といたします。

新年のご挨拶 新年のご挨拶

仙台市長
奥　山　恵美子

仙台市水道事業管理者
髙　橋　新　悦
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　新年おめでとうございます。皆様におかれましては健やかに新春をお迎えのことと存じ、心からお
慶び申し上げます。また、旧年中は本会の事業運営にあたり、会員組合の皆様、組合員企業の皆様及
び行政機関並びに関係機関の皆様には多大なるご支援とご協力をいただきましたことに、厚く御礼申
し上げます。
　昨年は英国のＥＵ離脱決定等による新たな保護主義の台頭、中国を始めとする新興国経済の減速、
世界経済に影響を及ぼすアメリカ次期大統領選挙の結果、ＯＰＥＣの石油生産調整等により先行きに
不透明感が高まるなど世界経済は新たな局面を迎えました。一方、国内ではデフレ経済からの完全脱
却を目指し、日本経済を成長軌道に乗せるため政府は大胆な金融政策・経済政策を打ち出し、企業の
投資拡大と消費拡大を喚起するために政府主導による賃上げ等を推進しました。
　また、昨年４月に発生した熊本地震や台風10号を始め台風がこれまでになかった東北・北海道へ次々
と直接上陸するなどにより、人身や地域経済を支える施設設備、社会インフラ等に甚大な被害を及ぼ
すなど、依然として東日本大震災からの復興途上にある我国経済に大きなダメージを与えたところで
あります。
　熊本地震につきましては、会員の皆様からの温かいご支援を賜り被災地へ義援金をお送りいたしま
した。ご協力いただきました会員の皆様には改めて御礼申し上げます。
　さて、日本経済の屋台骨を支える中小企業（385万社）の業況判断ＤＩは、年間を通じて大企業に
比べ依然として低く推移し、とりわけ東北は北海道と並んで全国平均を大きく下回った状況が続きま
した。また、人口減少や少子高齢化等による慢性的な人手不足は、売上・経常利益の確保とともに重
要な経営課題となっています。
　こうした中で政府の中小企業政策は、中小企業の稼ぐ力、つまり生産性の向上と経営力の強化をは
かるため、設備投資の促進や革新的サービスの開発、ＩＣＴ活用、海外展開、事業承継等の支援及び
金融支援体制の強化等を中心に施策が展開されました。本会においても、こうした国の施策と連動し
関係機関とのネットワークを活かして県内中小企業の活性化支援を強化して参りました。
　今年は東日本大震災から６年目を迎えます。被災地での新たなまちづくりやインフラ整備が着々と
進められ復興の足音が感じられる一方、震災で失われた販路の回復や原材料の高騰、人手不足等の諸
問題が山積するなど県内中小企業を取り巻く環境は厳しい状況が続いています。
　本会では引き続き、国の施策及び宮城県震災復興計画と連動し、組合及び組合員企業の販路拡大、
技術開発、人材確保支援等の強化を図るとともに、若者の地元定着を促進するため地域中小企業の魅
力発信に力を入れるなど、中小企業団体の連携力を活かした取組みを強力に推進して参ります。
　また、組合制度の原点である「相互扶助の精神」のもと、組合及び組合員の団結をより強固なもの
にするため、県内中小企業の組織化を強力に推進し、県内中小企業の持続的な発展と豊かな地域社会
の実現のため全力で取り組んで参ります。
　皆様方には引き続き本会へのご支援ご協力を賜りますことをお願い申し上げますとともに、会員組
合及び組合員企業の皆様のご発展、ご健勝をご祈念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

年頭所感

宮城県中小企業団体中央会
会長　今　野　敦　之

　新年明けましておめでとうございます。
　宮城県管工業協同組合の皆様方には、お健やかに新春をお迎えになられたことと謹んでお慶び申し
上げます。
　また、常日頃より当連合会の事業運営に深いご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、東日本大震災から間もなく６年、宮城県震災復興計画における再生期の終盤をむかえ、復旧・
復興事業については、地域事情による進捗の差はあるものの、官民の総力を結集した取り組みにより、
一歩ずつではありますが、着実に復興へと歩みを進めております。
　建設産業界を取り巻く環境は、「東日本大震災」や季候があらたなステージに移行し、昨年も「熊
本地震」、「台風10号による岩手県岩泉町の水害」や「鳥取県中部地震」、県内においては11月に「津
波警報」が発令される等、自然災害が各地で頻発しており、その都度、最前線で活動するのが地域建
設産業であります。加えてインフラの更新時期が迫っている老朽化対策等、住民の安全・安心で快適
な暮らしのための国土強靱化に向けた安定的・継続的な防災・減災に向けた取り組みが実施されよう
としており、その国土強靱化を担う重要な役割を果たすのも建設産業であります。
　一方で、人口減少・少子高齢化時代を迎え、人材確保・育成は全産業において課題となっており、
特に建設産業界における若年者の入職並びに人材育成が、今後の建設産業の維持発展、そして明るい
未来へとつながる最重要課題であることから、新たな建設産業の３Ｋ（給料・休日・希望）を掲げ、
官民挙げて建設産業で働く従業員の環境改善、処遇改善等の各種施策の取り組みが展開されており、
本年４月からは社会保険未加入対策として、労働者の現場入場に際して社会保険加入の義務化がス
タート致します。
　また、改正品確法についても、徐々に発注者への浸透が広がりを見せ、全ての発注者において適切
に運用されることで、企業の適正な利潤の確保を実現し、建設産業で働く者の賃金アップ、処遇改善
や地位向上につながっていくものと大きな期待を寄せているところであります。
　建設産業は人々の生活がある限り存続し続ける大事な産業であるとの認識も広がりを見せており、
復興の進展や今後の維持管理・更新時代を迎え、生活基盤を支える貴組合員の活躍の場がさらに広がっ
て参るものと思われますし、我々建設産業界に対しても、建設労働者が生涯を託せる魅力ある産業づ
くりが求められていることから、当建産連と致しましても、自らが建設産業の人材確保・育成に対す
る真摯な取り組みへの強い決意で実践して参る所存であります。
　最後になりますが、建設産業界発展に向けてなお一層ご活躍をされますことを念願し、また、貴組
合並びに組合員皆様がさらに飛躍発展されますことを心から祈念し新春のあいさつといたします。

新年のごあいさつ

宮城県建設産業団体連合会
会長　千　葉　嘉　春
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平成29年宮管新年祝賀会を開催

　１月11日（水）、仙台市青葉区の勝山館において、恒例の新年祝賀会を
開催したところ、来賓及び組合員等合わせて171名が出席した。
　祝賀会は、午後５時30分に千葉総務課長の司会で開会し、はじめに出
席者全員で国歌斉唱を行い、次いで渡辺理事長から「今年の新年祝賀会
は、仙台市と商工会議所共催の“新年のつどい”に倣い、国歌“君が代”
を斉唱して頂いた。平和な日本に生まれ、暮らしやすい宮城県に住み、
人口105万を超える仙台市で働くことが出来、感謝・感謝の思いである。
国土交通省では、新３Ｋ“給与（がいい）”“休暇（が取れる）”“希望（が
持てる）”の実現を目指した諸施策を行って頂いているが、宮管組合も

渡辺理事長

建設業が生涯を託せる産業であるということをみんなで発信していきたい。」と主催者挨拶が述べら
れた。

村井宮城県知事 奥山仙台市長 東北地方整備局建政部信原建設産業調整官

　続いて、来賓祝辞では、村井嘉浩宮城県知事から「給排水設備や
空調設備など、生活していて見えないところをしっかり整備頂いて
いる。平時から、皆様と共存共栄できるような協力体制を整えて行
くことを約束したい」、奥山恵美子仙台市長から「創立以来、上下
水道の普及・維持に大きな力を頂いている。東日本大震災の折には、
率先して復旧工事に取り組み、また、昨年の熊本地震の際には、水
道局とともに貴組合が現地に入り、漏水復旧工事に従事して頂いた
ことに心から感謝申し上げたい」、国土交通省東北地方整備局長（代
理：信原光夫建政部建設産業調整官）から「復興を１日も早く実感
して頂けるよう、元気で明るい東北の実現を目指して、引き続きご
協力をお願いしたい」と、それぞれ水道のライフラインを守る業界団体へ、復旧・復興工事に対する
感謝の言葉と、更なる協力、発展を期待する旨の祝辞を頂戴した。
　また、中島源陽宮城県議会議長と岡部恒司仙台市議会議長からも挨拶を頂き、髙橋新悦仙台市水道
事業管理者による乾杯の発声で開宴した。  
　出席者は、新年の挨拶を交わして和やかに歓談し、午後７時すぎ、当組合の内海副理事長の三本締
めで盛会のうちにお開きとなった。

髙橋水道事業管理者

　１月12日（木）、仙台市太白区のザ・モール仙台長
町と仙台市泉区のアリオ仙台泉の２ヶ所において、
仙台市水道局、公益財団法人仙台市水道サービス公
社、当組合の３団体共催による平成28年度水道凍結
防止キャンペーンが実施された。
　このキャンペーンは、給水管等の凍結を未然に防
止することで破裂や漏水を防ぎ、市民が安心して水
道を使えるよう凍結防止についてＰＲすることを目
的に実施している。市民へ凍結防止を呼びかけるチ
ラシ等を配布するとともに、希望者へ水道メーター
周辺の凍結を防ぐための保温材（発泡スチロール）
を無償で配った。

　当組合は、組合傘下の指定店名簿等を配って組合員と組合のＰＲに努め、市民からの水まわりに関
する相談コーナーでは、上下水道委員会の服部達彦委員と鈴木恵一委員が応対した。キャンペーン翌
日から大寒波の襲来がテレビ等で報道されていたこともあって、「水道の凍結に注意して下さい」と
声をかけると、水抜き方法等について質問する市民が多かった。

相談を受ける服部委員（右）と鈴木（恵）委員

泉中央でチラシを配る佐藤（健）委員 泉中央でチラシを配る佐藤（幸）委員

平成28年度水道凍結防止キャンペーンを実施
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　11月22日（火）、東京都港区の明治記念館において、厚生労働省、中央職業能力開発協会他の主催に
よる「平成28年度職業能力開発関係表彰式」が開催され、席上、宮城県管工業協同組合が技能検定関
係の優良団体として、厚生労働大臣から表彰状を授与された。これは、当組合が長年にわたって技能
検定の普及促進に尽力し、また、技能検定員と同補佐員を務めてきた功績によるものである。
　表彰式では、国歌斉唱と塩崎恭久厚生労働大臣（代理：宮野甚一職業能力開発局長）の挨拶の後、
厚生労働大臣表彰（46団体と116名）、職業訓練教材コンクール表彰（14点）、中央職業能力開発協会
会長表彰（33団体と169名）が行われた。
　特に、技能検定員は、組合員企業の皆様にご協力を頂き、現在は㈱アトマックスの藤岡社長、㈱相
澤設備の相澤会長、㈱加納工業所の福田社長の３名の方にお願いをしております。
　今回の受賞は、現検定員をはじめ先輩諸兄のご努力の賜ですので、この誌面を借りて、改めてお礼
申し上げます。

平成28年度宮城県職業能力開発関係表彰式開催
～宮城県卓越技能者　中央管工業㈱　目黒義和氏～
～宮城県青年技能者　㈱興盛工業所　飯塚雄三氏～

　12月１日（木）、仙台市青葉区の宮城県庁行政
庁舎２階講堂において、宮城県、宮城県職業能
力開発協会、宮城県技能士連合会共催による平
成28年度宮城県職業能力開発関係表彰式が行わ
れ、席上、組合員中央管工業㈱の目黒義和氏が
宮城県卓越技能者として、組合員㈱興盛工業所
の飯塚雄三氏が宮城県青年技能者として、それ
ぞれ宮城県知事表彰を受賞した。
　また、第54回技能五輪宮城県大会の成績優秀

目黒氏 飯塚氏

者として当組合資材部の阿部翼職員が優秀賞を、工事部の濱田真夢職員が敢闘賞を受賞した。
　宮城県卓越技能者表彰は、永く同一職業に従事し、卓越した技能を以て業界の振興・発展に寄与し
た者を表彰することにより、広く一般社会に技能尊重の気風を浸透させ、技能者の地位及び技能水準
の向上を図ることを目的としている。目黒氏は、永年に亘り管工事業に従事して技能の習得及び研鑽
に励み、その優秀な技能を以て地域社会の発展に尽力し、後進技能者の指導育成に貢献していること
等が認められ、今回の栄誉に輝いた。また、宮城県青年技能者を受賞した飯塚氏は、次代を担う技能
者として、積極的に技術・技能の研鑽に精励していることが認められたものである。
　表彰式は、宮城県知事（代理：若生正博副知事）から式辞があった後、それぞれの受賞者に対し、
表彰状と記念品が手渡された。
　誠におめでとうございます。

平成28年度職業能力開発関係表彰式で厚生労働大臣表彰を受賞
～宮城県管工業協同組合～
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「みやぎの建設技能グランプリ」功労賞を受賞
～㈱エコー設備工業　小島将彦氏～

小島氏

　11月24日（木）、仙台市青葉区の宮城県建設産業会館において、「平成
28年度宮城県建設雇用改善推進大会」が開催され、席上、組合員㈱エコー
設備工業の小島将彦氏が「みやぎの建設技能グランプリ」功労賞を受賞
した。
　この表彰は、優れた現場技能者を対象とし、「ものづくり」に携わる
者の誇りと意欲を推進させ、その能力と資質の向上を図り、もって建設
業の健全な発展に寄与することを目的に行われている。
　小島氏は、永年にわたり一貫して管工事業に従事し、優秀な技術・技
能と豊富な経験に加え、責任感が強いこと、また部下からの信頼も厚く、

指導者としても大変優れていること等が評価され、今回の受賞となった。
　誠におめでとうございます。

お知らせ
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 『世紀の大誤審ならぬ大誤診！』
㈱赤間総業　代表取締役

宮城県管工業協同組合 
理事　赤　間　勇一郎

　人生の節目といえば、結婚や子供の誕生でしょうか？近年は健康診断にも節目診断という言葉もあ
り、意外と人生の大きな転機の時ではと思います。
　年末年始に小学校や中学校時代の同窓会が開かれると、最近は決まって子供の頃の話以外にはゴル
フを始めた話、腰痛の話、タバコを止めた話など健康の話になると思います…
　わたくし、昨年は４月に健康診断を受けさせていただきました。いつもと違うのは代表という立場
上、健診専門の某クリニックにてＰＥＴ検査、ＭＲＩ、ＣＴほか、すべての検査を４時間半掛けて受
けました。その後は遅めの昼食を取り、先生から当日分かる範囲での診察結果をお聞きするのですが、
頭部の血管が映っている画面を見ながら先生が「特に今の所大きな問題の個所は見つかりませんが、
ここをよく見てください。動脈と動脈の分かれ目に瘤（こぶ）が出来ております。」と言われました。
思わず画面に顔を近づけて「んん……！」「これは動脈の血圧に耐え切れなくなった弱い部分が膨れ
上がって瘤ができる、脳動脈瘤です…今すぐではありませんが破裂いたしますと、くも膜下出血にな
ります。」「はい……！」「詳しい診断結果は１か月後くらいにお送りいたしますので。なんなら病院
もご紹介いたします。」「有難うございました…」と不安になりながら帰路に付きました。
　自宅に帰り経緯を説明し、「ですから血圧が急激に上がる行動などは避けてください」と言われた
と嫁に話すと「タバコは今すぐ止めないといけないね…」と。「意志の弱い俺が止められるかな？」
と私。「だったら禁煙外来に行ってみたら」と言われ、風邪のときにいつも行く近くの病院に、“禁煙
外来始めました！”と書いてあったなと思い出し、早速行ってみました。

Note役員ノート

禁煙薬

　「一日何本吸いますか？」とか「何年吸っています
か？」という先生の診察後に、看護師さんとセラピー
が行われて「禁煙用の薬が出ますが、最後はやはりメ
ンタルです。赤間さん、私と一緒にがんばりましょ
う！」と言われ、タバコの本数を減らしながら、逆に
薬を増やしていき、２週間おきに通院しました。する
とどうでしょう、そのまま止められました！はじめの
頃は酒を飲んだ時に吸いたくなり、少し吸ってみると
不味く感じて吸えないという状況でしたが、現在は全
くタバコを吸いたいと思わなくなりました。凄いです
ね、薬の威力って…。
　そうこうしているうちに健康診断の結果が着いたのですが、な、なんと『後日複数の医師によりま
す総合診断の結果、血管の起始部であると判断いたしましたので心配ありません。』（誤診でしたとは
さすがに書いてありませんが）と総合評価に書いてあります…！
　世紀の大誤審というのがありますが、まさにこれは大誤診か！と脳動脈瘤ではなかったとの安堵感
とたばこを止めてうれしいのか悔しいのか？二十数年間吸い続けたタバコを止めたという自分の中で
の節目、大きな転機となりました。
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青年部コーナー

新年のご挨拶

会長　郷古　孝雄（㈲藤英工業）

　明けましておめでとうございます。
　日頃は、青年部活動に対してご理解、ご協力を頂きありがとうございます。
　早いもので、青年部会長を仰せつかり２年６か月が経ちました。
　我々青年部は、仲間づくりを基本として、日々仕事と青年部活動に努力致しております。
　あと２ヵ月余で、あの震災から６年が過ぎようとしていますが、県内をはじめ、県外からも応援を
頂き、沿岸部は少しずつではありますが、元の姿以上に復興しております。ありがとうございます。
　あの時、どうだったのだろう？自社だけで、仮設住宅をこなせただろうか？何千世帯…不可能です。
出来るわけがない、出来ない、人がいない、技術があるのに…こんな状態だったと思います。頭を張
る人、支持を受けて職人さんに伝える人、工事をする人、様々な担当者がいたと思います。いわゆる
ピラミットです。頭を張る人からの説明１つの伝達で、作業が行われるのです。しかしながら、完全
な伝達が出来るのでしょうか？
　例えば、１枚の白い紙があり、10人の人にペンを預け、円を描いて下さいとお願いした時、どのよ
うに描きますでしょうか？真ん中に描く人、端に描く人、上に描く人と様々です。頭を張る人が紙を
４つに折り、折った真ん中を中心に10ｃｍ程の円を描いて下さいと説明をすれば、ほぼ同じ円を描く
ことができます。しかし、ここでも描かない方もいるのです。10人が10人同じ方向へ進むかどうかは

“？”であり、分からないのです。すべての人が、少しでも同じ方向へ向かうよう話をし、理解を得
なければならないのです。震災バブルがそんなに続くはずもなく、これから段々と仕事量も減ってい
くでしょう。こんな時、心から話せる仲間がいたら…。
　仕事がない…と言える仲間が、今いますか？
　仕事を分けてくれる仲間がいますか？
　本当に困った時、助けてくれる仲間はいますか？
　私が言っていることは綺麗ごとです。でも、私には言える仲間がいます。青年部に入り、そんな仲
間を沢山見つけることが出来ました。青年部に入りたくても入れない方がいるかもしれません。青年
部って何？と分からない方もいるかもしれません。その中でも、今の会員の皆さんは青年部に入って
いるのです。
　会員の皆様には、是非そんな仲間を見つけて頂き、お互いに同じ時間を過ごし、今後の青年部、ま
た、御社がますます飛躍するような、そんな青年部にして頂きたいと思います。
　残り１年６ヵ月、長いのか、短いのか、分かりませんが、会長として精一杯務めさせて頂きたいと
思います。
　新年の挨拶にふさわしいことか？ですが…。
　会員皆様の今後の飛躍と各会社様のご発展、ご多幸を願いまして、新年のご挨拶に代えさせて頂き
ます。

平成28年度宮管親善ボウリング大会に参加して

副会長　大泉　雄介（㈱北栄工業所）

　11月上旬の、とある晴れた日に青年部の先輩より１本の電話がありました。
　「青年部として宮管ボウリング大会に参加するから、予定しておいて。」
　これに対して、「え、ボウリング…ここ10年、15年やってないなぁ、これは欠席だなぁ」と内心思
いながら、しかし悲しいかな、長年培われた後輩の性で、次の瞬間には二つ返事で了承の旨を伝えて
いる自分がいました。
　心優しい先輩は、青年部打合せの後にボウリングの練習に誘って下さいましたが、ボウリング場は、
プロボウラーへのチャレンジマッチ開催のため貸切で、練習もままならず本番を迎えることになるの
でした。
　当日、会場に着いてまず驚いたのが、参加者の多さです。なんとなく「30名程度かな。」と思って
いたのですが、その３倍の91名。会場のほとんどのレーンを埋め尽くしていました。お話を聞くと、
昨年はもっと人数が多かったとのこと。女性の方も思った以上に参加していました。
　次に驚いたのが、上位の方々のレベルの高さです。マイシューズ・マイボールにプロテクターと、
ボウリングを本格的にやっておられる方もいらっしゃるようでした。
　大会自体は、高スコアを目指す方や和気あいあいとプレイする方など、皆さんそれぞれに楽しんで
おられました。私自身もスコアは１ゲーム目が124点、２ゲーム目が77点と、特に後半は心優しい先
輩にどやされながらも楽しい時間を過ごす事ができました。
　「ボウリングって楽しいものだな。」と思いつつ、「そういえば子供たちをボウリングに連れて行っ
たことがないな。」と思い、「今度は家族とも行ってみよう。」と心に決めたのでした。
　もちろん次の日、もとい２日後に肩に痛みが走ったのはご愛嬌ですが、来年も是非参加したいと思
います。

平成28年度宮管親善ボウリング大会に参加して

全管連青年部に参加して

副会長　扇　　俊介（藤倉設備工業㈱）

　平成22年７月の全管連青年部京都総会の時に、当時の宮管青年部会長であった井上環さんより宮管
青年部からの出向理事をバトンタッチし、早くも６年が過ぎました。
　当時の私は会社の代表者ではなく現場管理者でしたので、宮管青年部役員会時は、作業服にて出席
していましたが、さすがに全管連青年部理事会ともなると（ＴＰＯを考え）、慣れないスーツ姿にて
参加せざるを得ないものでした。
　さらに、社交性に富む直前出向理事とは違い、世間知らず・内向的・根暗な私にとって、全管連青
年部理事会に参加する姿勢は、数年間は、ただ適当にやり過ごしてしまおうと思うばかりで、積極的
な活動とは到底縁遠いものでした。
　しかし、年々出向を重ねていくうちに、他単組の出向理事たちの設備業に対する計画性や考え方、
各々の地元に仲間たちが来た時の丁重なもてなしの方法、そして異性に関する趣味嗜好など、多くの
事柄に私自身感化されてしまいました。
　全管連青年部は、３．11以降は多くの被災地の為に炊き出しや復興支援等を行い、毎年の通常総会
時には献血が恒例となり、また、業界の人手不足解消を目的に、未来を担う若手に設備業界の一員と
なってもらうべく工業高校への業界アピール等を行っています。
　出向理事として６年経った今、全管連青年部の他の理事仲間と設備業界の為に何ができるかを、改
めて共に考えて行動していきたいと思っております。
　最後になりますが、長年全管連青年部の理事として出向させて頂いていることに関し、親組合理事
の皆様、並びに青年部の皆様のご支援ご理解に厚く御礼申し上げます。
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チャリティ募金のご報告
～ご協力、誠にありがとうございました～

会長　郷古　孝雄（㈲藤英工業）

　当会は、去る12月20日（火）に、今年度の親善ゴルフコンペ時
にチャリティとしてご協力頂いた募金額33,000円を(公財)日本ユ
ニセフ協会へ寄付して頂くよう、河北新報社に寄託しました。
　ユニセフ（ＵＮＩＳＥＦ：国際連合児童基金）は世界の子ども
のために活動する国連機関で、第２次世界大戦で被災した子ども
へ緊急援助を行うことを目的に、1946年の第１回国連総会で創設
されました。現在、ユニセフは「児童の権利に関する条約（子ど
もの権利条約）」で定められている子どもの「生存」、「発達」、「保
護」、更に「参加」の権利を実現するため、保健、水と衛生、栄
養、教育への支援、困難な状況にある子どもの保護、緊急事態下
の子どもの救援活動等を、その国の政府やＮＧＯ（非政府組織）、
地域の人々らと協力しながら実施しています。
　今後もチャリティ募金を続けていきますので、皆様方のご協力をお願い致します。

平成28年12月21日
河北新報朝刊

仙台と言えば…　 仙台箪笥

　城下町である仙台には、様々な昔ながらの工芸品があり、職人の真摯な思いが込められた品々には、
現代の暮らしにもなじむ伝統の技があります。
　今回は、江戸時代末期に発祥した仙台箪笥をご紹介します。
　仙台箪笥は、仙台藩の地場産業として生まれ、武士たちが刀や羽織を納める身近な生活財として愛
用されてきました。ケヤキ材の美しい木目が浮かび上がる木

き

地
じ

呂
ろ

仕上げ（漆
うるし

塗
ぬ

り）と、手打ちの豪華
な鉄金具の飾りが特徴で、和室のみならず洋室にも調和する重厚な存在感があります。
　明治に入ると一般の庶民にも広まるようになり、最も生産が盛んだった大正中期には、ヨーロッパ
にも輸出されました。戦時中は一時生産がストップしましたが、戦後に再開され、平成27年６月には
国の伝統的工芸品の指定を受け、現在も「指

さし

物
もの

」、「漆塗り」、「金
かな

具
ぐ

」の職人の熟練した技の合作によっ
て、美しい箪笥が作られています。

「指物」
箪笥の基本。寸分の歪みもくるいもないフレーム、引き出しのスムーズな開閉。指物師が、長年の実
用に耐える強さや機能を備えるように木の性質を見抜き、木取りから組み立て、仕上げまでを手がけ
ます。

「漆塗り」
工芸的な美しさを作り出す漆塗り。仙台箪笥では、半透明で木地の木目が透かし見える「木地呂塗り」
と呼ばれる技法が用いられます。塗師は、木地表面の凹凸を消し、塗っては磨き、また塗っては磨く
という根気のいる仕事を黙々と繰り返します。この作業で木地表面は漆にしっかりと覆われて美しく
輝きます。

「金具」
漆の輝きを、更に豪華に飾る金具。金具師が、龍や唐獅子、牡丹や菊など、さまざまな文様を金具に
打ち出します。まるで鉄の板に命を吹き込むように、一つひとつ文様が打ち出された後、すべて漆塗
りされ仕上げられます。一棹で金具が100 ～ 200個程使用されます。

かつて、仙台箪笥の大きさは、武士が刀を
収納するのにちょうど良いサイズである幅
４尺（約 120 センチ）・高さ３尺（約 90
センチ）と決まっていましたが、現在は、
大小様々なサイズが作られています。

写真・資料提供：仙台箪笥協同組合

青年部コーナー
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Ｐ
パ　ム

ＵＭくんの「これ知ってる？」

「雑炊」

すき焼きや鴨鍋など、脂の強いものは、「うどん」や「そば」の方が、あっさり
と食べられるようです。

　寒い日が続いています。寒い時期には、やはり鍋でしょうか。体も温まるし、野菜もたくさん摂れ
ます。また、何で締めようかという楽しみもあります。皆さんは、「ご飯」「うどん」「そば」「ラーメ
ン」、どれがお好みですか。
　材料の旨味がたっぷり溶け出しただし汁を、全部無駄なく味わうという点では「雑炊」にするのが
一番のお勧めです。
　「雑炊」には1200年の歴史があるといわれています。７世紀頃に挽き臼が伝来し、粉にした食物が
食べられるようになった頃から始まったそうです。硬いご飯に水を加えると、やわらかいご飯になり、
お年寄りや子供も食べやすくなり、時代を経る中で、野菜や魚介類を加えた嗜好品になっていったと
考えられています。

組 合 の う ご き

一般的な雑炊の作り方

①汁が沸騰したら、ご飯を加える。
②卵を、器に割って、溶く。
③汁から細かい泡が出てきたら、②の卵を鍋に回してかける。
④蓋をして、火を止める。
⑤蒸らす。
⑥ふっくらした雑炊が完成。

11月１日（火）・仙台市水道局（水道事業管理者）への陳情会に渡辺理事長外出席
11月２日（水）・平成28年度消防設備関係功労者等表彰式が行われ、席上、渡辺理事長が消防庁長官表

彰を受賞
　　　　　　・平成28年度仙台市指定給水装置工事事業者研修会に小島工事部次長外出席
11月３日（木）・「仙台市下水道フェア2016」開会式に藤井専務理事外出席、上下水道委員会の赤間副

委員長、郷古委員外が市民の相談等に応対
11月４日（金）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成28年度教育・研修及び福利厚生事業について
　　　　　　　　・給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会実施報告
　　　　　　　　・宮管親善ゴルフコンペ実施報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①70周年記念式典・祝賀会（案）に関する検討
　　　　　　　　・次第について
　　　　　　　　・司会者について
　　　　　　　　・余興について
　　　　　　　　・概算予算について
　　　　　　　　・記念事業の一環としての寄付について
11月７日（月）・上下水道委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成28年度工事事業の予算と上半期実績（４月～９月分）
　　　　　　　②水道フェア2016報告
　　　　　　　③ものづくりフェスタinみやぎ2016報告
　　　　　　　④仙台市下水道フェア2016報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①４者間（水道局・建設局・水道サービス公社・上下水道委員会）意見交換会の開催

について
　　　　　　・平成28年度随時実施技能検定（建築配管）実技試験が実施され、藤岡正行社長（㈱ア

トマックス）が技能検定委員として運営にあたる
　　　　　　・第44回仙台市技能功労者表彰式が行われ、組合員㈱丹野設備工業所の岩城昭氏、中央

管工業㈱の工藤清吾氏、㈱馬渕工業所の相澤直信氏が同表彰を受賞
11月８日（火）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”初冬号の発刊について
　　　　　　　②“みやかん”新春号寄稿者の選定について
　　　　　　・安全運転管理者等講習に白戸資材部次長、鹿又工事課長出席
11月９日（水）・平成28年度宮城県統計大会に藤井専務理事出席、席上、当組合が平成27年度毎月勤労

統計調査の成績優秀団体として厚生労働大臣表彰を受賞
11月10日（木）・11月度役員会開催
　　　　　　　①庶務報告
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　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④総務・厚生委員会報告
　　　　　　　⑤資材委員会報告
　　　　　　　⑥上下水道委員会報告
　　　　　　　⑦仙台市下水道フェア2016報告
　　　　　　　⑧平成28年度技能検定実技試験の実施について
　　　　　　　⑨平成28年度技能向上訓練（実技・学科部門講習会）の実施について
　　　　　　　⑩平成28年度宮城県卓越技能者表彰・平成28年度宮城県青年技能者表彰・平成28年度

仙台市技能功労者表彰受賞者報告
　　　　　　　⑪平成28年度地区連絡会ブロック会議報告
　　　　　　　⑫第２・四半期決算報告
　　　　　　　⑬第２・四半期監査報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成29年新年祝賀会の開催について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①平成29年度水道関係予算等に関する県選出国会議員への要望活動について
　　　　　　　②復旧・復興事業ゼロ災年末安全総決起大会について
　　　　　　　③全管連北海道・東北ブロック協議会の記録
　　　　　　・「ものづくりフェスタinみやぎ2016」第３回運営委員会に白戸資材部次長出席
11月11日（金）・宮城県中小企業団体青年部連絡協議会創立40周年記念式典・記念講演・記念パーティー

に佐竹副理事長外出席
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田常務理事、松岡理事出席
11月16日（水）・仙台市都市整備局と東北建専連との意見交換会に佐竹副理事長出席
11月17日（木）・第19回全国技能職団体連絡協議会会議・交流会に渡辺理事長出席
　　　　　　・仙台市下水道フェア2016「第15回“くらしと水”川柳コンクール」表彰式に藤井専務

理事出席
　　　　　　・平成28年度宮管親善ボウリング大会を開催し、組合員従業員等91名参加
11月18日（金）・仙台市水道修繕受付センター業務連絡会に業務従事者等35名出席
　　　　　　・労働判例研究会に藤井専務理事出席
11月22日（火）・厚生科学審議会生活環境水道部会第９回水道事業の維持・向上に関する専門委員会に

渡辺理事長出席
　　　　　　・平成28年度職業能力開発関係表彰式に藤井専務理事出席、席上、当組合が厚生労働大

臣表彰（技能検定功労）を受賞
　　　　　　・仙台市下水道フェア2016「児童・生徒絵画コンクール」表彰式に吉田常務理事出席
11月24日（木）・全管連第36回経営委員会に渡辺理事長出席
　　　　　　・平成28年度宮城県建設雇用改善推進大会に藤井専務理事外出席、席上、組合員㈱エコー

設備工業の小島将彦氏が第22回みやぎの建設技能グランプリ功労賞を受賞
　　　　　　・東北配管工事業協同組合平成28年度合同例会及び懇親会に吉田常務理事、小川扇町本

部長出席
　　　　　　・平成28年度後期技能検定委員等打合せ会に藤岡委員（㈱アトマックス）、福田委員（㈱

加納工業所）、小島工事部次長出席
11月25日（金）・平成28年度仙台市下水道フェア第２回実行委員会に藤井専務理事出席

11月28日（月）・建設業法令遵守等講習会に藤井専務理事出席
　　　　　　・救命講習（ＡＥＤを使用した心肺蘇生実習）に組合員従業員等28名受講
11月30日（水）・４者間（仙台市水道局・同建設局・（公益）仙台市水道サービス公社・宮管上下水道委

員会）意見交換会開催

12月１日（木）・平成28年度宮城県職業能力開発関係表彰式に渡辺理事長外出席、席上、目黒義和氏（中
央管工業㈱）が宮城県卓越技能者表彰、飯塚雄三氏（㈱興盛工業所）が宮城県青年技
能者表彰を、また組合職員の阿部翼氏と濱田真夢氏が第54回技能五輪宮城地方大会成
績優秀者として宮城県職業能力開発協会会長表彰を受賞

12月５日（月）・12月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③上下水道に関する４者間（仙台市水道局・同建設局・（公財）仙台市水道サービス公社・

宮管上下水道委員会）意見交換会について
　　　　　　　④平成28年度親善ボウリング大会報告
　　　　　　　⑤救命講習（ＡＥＤを使用した心肺蘇生実習）報告
　　　　　　　⑥平成28年度年末年始及び寒波時における修繕体制について
　　　　　　　⑦仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①平成28年度職業能力開発関係厚生労働大臣表彰受賞報告
　　　　　　　②年末年始休業について
　　　　　　　③年末一時金の支給について
　　　　　　・組合員㈱日幸商會代表取締役社長武田正晃氏のご尊父武田昭平様（同社相談役）の葬

儀告別式に藤井専務理事外参列
　　　　　　・復旧・復興事業ゼロ災年末安全総決起大会に組合役職員等出席
12月７日（水）・建設工事における労働災害防止に関する説明会に藤井専務理事出席
12月９日（金）・組合員㈱吉川設備代表取締役社長吉川幸一氏のご尊父吉川英治様（同社取締役会長）

の葬儀告別式に藤井専務理事外参列
12月10日（土）・仙台市水道修繕受付センター業務研修会及び意見交換会に業務従事者等28名出席
12月13日（火）・㈱宮城県管工事会館第４回役員会に内海副理事長外出席
12月14日（水）・全管連会長・６部会担当副会長会議並びに第236回正副会長・部長会議に渡辺理事長

出席
12月17日（土）・組合員㈱馬渕工業所創立50周年記念式典に藤井専務理事外出席
12月19日（月）・宮管連平成28年度第２回役員会に渡辺理事長外出席
12月20日（火）・平成28年度宮城県建設雇用改善推進対策会議に藤井専務理事出席
12月27日（火）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”新春号の発刊について
　　　　　　・当組合前常務理事千葉文雄様の葬儀告別式に渡辺理事長外参列
12月30日（金）・年末年始休業（～１月４日（水））
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理事（役員）会報告

○組合員所在地等変更

　熱研プラント工業 株式会社 （No.196） 【平成28年12月12日付】
　　　新　　〒９８０－００３４　

　　　　　　仙台市宮城野区扇町５丁目８番４号

　　　　　　ＴＥＬ　０２２－２５３－７９３１　

　　　　　　ＦＡＸ　０２２－２５３－７９３２

　　　旧　　〒９８０－０８０４

　　　　　　仙台市青葉区大町１丁目６番１号

　　　　　　ＴＥＬ　０２２－２６２－７３４０　

　　　　　　ＦＡＸ　０２２－２６２－６０３８

組合員のうごき

－11月度役員会－  

１．日　　時　　平成28年11月10日（木）15：00 ～ 16：30
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事・渡辺（好）理事・
　　　　　　　　　　　　　井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中鉢監事・大浦監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・須藤総務部次長・小島工事部次長・千葉総務課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の10月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ10月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　外山広報委員長より、11月８日（月）に開催した首題委員会において、機関誌「みやかん」初冬号の
掲載予定記事と、翌新春号に掲載する新年挨拶の寄稿依頼先について、審議した内容が報告され、一
同了承した。

④総務・厚生委員会報告
　菅原総務・厚生委員長より、11月４日（金）に開催した首題委員会において、給水装置工事主任技術
者試験受験準備講習会と宮管親善ゴルフコンペの実施報告を行った旨、70周年記念式典と祝賀会に関
する企画案について検討した内容が報告され、一同了承した。

⑤資材委員会報告
　小林資材委員長より、10月24日（月）に開催した首題委員会において、平成28年９月分迄の資材販売
実績と平成28年度宮管・管工事機材展示会の結果を報告し、来年度の展示会については、70周年記念
行事等が目白押しであるため見送ることとした旨、次いで、平成28年度資材利用組合員謝恩企画とし
て、昨年度好評だった演歌の夢まつり招待の企画案について協議した結果、事務局案どおり、今年度
は演歌鑑賞チケットの進呈にすることで一同了承した。

■W175×H50 機関誌「宮城県管工業協同組合」
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⑥上下水道委員会報告
⑦仙台市下水道フェア2016報告
  松岡上下水道委員長より、11月７日（月）に開催した首題委員会において、平成28年度上半期の工事
事業実績、「水道フェア2016」・「ものづくりフェスタinみやぎ2016」・「仙台市下水道フェア2016」の
各出展状況と、11月30日に行う予定の４者間（水道局・建設局・水道サービス公社・宮管上下水道委
員会）意見交換会について協議した内容が報告され、一同了承した。
　次いで、赤間上下水道副委員長より、11月３日（木）に開催された下水道フェアの様子と当組合の出
展内容及び従事者等について報告され、一同了承した。

⑧平成28年度技能検定実技試験の実施について
⑨平成28年度技能向上訓練（実技・学科部門講習会）の実施について
　小島工事部次長より、平成29年２月１日（水）と２日（木）に予定されている平成28年度技能検定の建
築配管実技試験実施計画と、その受験準備講習会を兼ねた技能向上訓練の実施予定［学科講習１・２
級合同／平成29年１月７日（土）・８日（日）、実技講習／平成29年１月14日（土）・15日（日）］と収支予
算等が説明され、一同了承した。

⑩平成28年度宮城県卓越技能者表彰・平成28年度宮城県青年技能者表彰・平成28年度仙台市技能功労
者表彰報告

　千葉総務課長より、首題の各受賞者について次のとおり報告され、一同了承した。
　・平成28年度宮城県卓越技能者表彰　目黒義和氏　中央管工業㈱
　・平成28年度宮城県青年技能者表彰　飯塚雄三氏　㈱興盛工業所
　・平成28年度仙台市技能功労者表彰　相澤直信氏　㈱馬渕工業所
　　　　　　　　〃                  　　　岩城　昭氏　㈱丹野設備工業所
　　　　　　　　〃                 　　　 工藤清吾氏　中央管工業㈱

⑪平成28年度地区連絡会ブロック会議報告
  藤井専務理事より、先の全体打合会での決定どおり３回に分けて開催した今年度のブロック会議に
ついて、各出席者、費用、会議内容等が報告され、会議記録を後日組合員へ送付して内容を周知する
こととし、一同了承した。

⑫第２・四半期決算報告
⑬第２・四半期監査報告
  須藤総務部次長より、第２・四半期（平成28年４月１日～９月20日）の決算内容が報告された後、
武田監事より、監査の結果について適正に会計処理されている旨が報告され、一同了承した。

※協議事項
①平成29年新年祝賀会の開催について
　吉田常務理事より、首題祝賀会を平成29年１月11日（水）に「勝山館」において開催したい旨が提案
されるとともに、来賓の案内先や次第等が説明され、一同了承した。

※その他
①平成29年度水道関係予算等に関する県選出国会議員への要望活動について
　吉田常務理事より、全管連本部からの要請により、首題要望活動を行う予定であることが報告され
た。

②復旧・復興事業ゼロ災年末安全総決起大会について
　千葉総務課長より、12月５日（月）に開催される首題大会について参加協力が求められ、一同了承し
た。

③全管連北海道・東北ブロック協議会について（議事録配付）
　渡辺理事長より、10月６日に開催した首題協議会での主な会議内容が報告され、一同了承した。

－12月度理事会－  

１．日　　時　　平成28年12月５日（月）16：00 ～ 17：00
２．場　　所　　江陽グランドホテル　４階　琥珀の間
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・外山理事・小林理事・渡辺（好）理事・井上理事
　　　　　　　　　　　　　赤間理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・小島工事部次長・千葉総務課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の11月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ11月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③上下水道に関する４者間（仙台市水道局・同建設局・(公財)仙台市水道サービス公社・宮管上下水
道委員会）意見交換会について
　松岡上下水道委員長より、11月30日（水）に開催した首題意見交換会について、出席者、協議内容、
当局から示された回答等が報告され、一同了承した。

④平成28年度親善ボウリング大会報告
　渡辺総務・厚生副委員長より、11月17日（木）に開催した首題大会の参加者数や費用等について報告
され、一同了承した。

⑤救命講習（ＡＥＤを使用した心配蘇生実習）報告
　渡辺総務・厚生副委員長より、11月28日（月）に開催した首題講習の参加者数や費用等について報告
され、一同了承した。
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  ３年間の片思い

㈲泰光住建　代表取締役

宮城県管工業協同組合
上下水道委員　赤　間　晃　治

　普段は水の仕事に携わり、美味しい水を配給出来る様にと働いている訳ですが、その水を辿ってい
くと、空から山へ、山から川へ、川から海へと脈々と繋がっている大自然に出会いました。そうして
出会った私の楽しみが釣りなのです。
　私は砂浜(サーフ)でルアー釣りをするのですが、自然相手なので、釣れない事も当たり前にありま
す。サーフで釣りを始めたきっかけは、約３年前にヒラメを釣ったことです。以来、どっぷりその魅
力にハマってしまい、束の間の時間を見つけては、サーフへ通っていました。
　ですが、釣れる魚はマゴチばかりで、なかなかヒラメが釣れないのです。マゴチも高級魚なのです
が、ヒラメを釣りたいのが本音。ヒラメに恋をして、気づけば３年も片思い。
　そして、とうとうその日がやってきました。久しぶりの潮風を感じながら、ゆっくり時間を感じて
いると、気づけば陽も落ちてしまい、帰ろうかと思ったその瞬間！釣り糸をひったくるような引きか
ら一閃!?、糸がギーギーと飛び出していき、これはデカいと確信しました!!うまく波に乗せながら戦う

投　稿⑥平成28年度年末年始及び寒波時における修繕体制について
  小島工事部次長より、平成28年12月29日～平成29年１月３日迄の首題体制と寒波時の対応について
説明され、一同了承した。

⑦仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　小島工事部次長より、仙台市指定給水装置工事事業者として平成28年８月から11月末までの間に１
社が新たに指定を受けた一方５社が指定廃止となり、11月末現在の指定業者数合計が586社になった
こと、また、仙台市公認排水設備工事業者として平成28年12月１日付けで新たに２社が承認された一
方３社が承認取消となり、同日現在の公認業者数が410社になっていることが報告され、一同了承した。

※その他
①平成28年度職業能力開発関係厚生労働大臣表彰受賞報告
　藤井専務理事より、11月22日（火）に当組合が技能検定関係優良団体として厚生労働大臣表彰を受賞
した旨が報告され、一同了承した。

②年末年始休業について
　藤井専務理事より、今年度の年末年始休業について、平成28年12月30日（金）から平成29年１月４日

（水）迄を休業期間としたいこと、なお、12月29日（木）は仕事納めとなるため、資材は引き取りにのみ
対応したいこと、緊急資材については各営業担当職員が適宜対応することが説明され、一同了承した。

③年末一時金の支給について
　藤井専務理事より、今春の労使協定に基づいて支給する年末一時金について報告され、一同了承し
た。

事15分程度でしょうか。サーフに姿を現
したのはＦＲＰのゴミ!!いやいや嘘です

（汗）それはずっとフラれ続けた片思い
のヒラメちゃん！釣り上げた瞬間は物凄
く興奮したことを覚えています。サイズ
は長い期間の思いが詰まった62cm（涙）
自己最高にして最愛の「ヒト♪」その晩
は酒の肴に、美味しくいただきました。
　ふと思うと、「人も大自然と共に繋がっ
ていて、私も仕事もどこかで繋がってい
る。水の力に支えられ、楽しみまでいた
だいて…この仕事で良かったなぁ～。」
そんなことを思う一日でした。

投　稿
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健康だより

  地域の輪「わ」

㈲今野設備工業　代表取締役

宮城県管工業協同組合
資材委員　渡　邉　修　一

　以前、地元中学校のＰＴＡ会長を二年間務めさせて頂きました。人前で話をしたりすることは得意

な方では無いのですが、もともと地元の農家の生まれで、農協青年部、消防団に所属していましたの

で、どうしても断れない先輩がおります。しかし、ＰＴＡ活動を通じて良かったと感じた事は、学校

の先生や父兄の皆さん、そして地域のたくさんの方々と出会えたことです。人と人との繋がり、地域

の輪「わ」が非常に大切だと感じました。私がＰＴＡ活動で学校を訪れると、クラブ活動や下校の生

徒が必ず「こんにちは」と挨拶してくれます。少し自慢したくなると共に、地域社会との強い絆づく

りを意識してくれている事に、心強い思いがありました。この子供たちとは東日本大震災も一緒に乗

り越えて来ました。

　前にも述べましたが、私自身地元の消防団に所属しておりましたので、震災４日目より沿岸部で捜

索活動を行いました。そこでは、生きたくても生きる事が出来なかった方々を数多く目の当たりして

きました。命の大切さ、家族の大切さ、水、電気が来ている事のありがたさ、これらは全て当たり前

では無く、とても幸せな事なのです。

　震災で感じた事は全て、子供たち、先生方に伝えてきました。子供たちはとても素直で、震災時避

難所では中学生は小学生の面倒を見る、小学生は幼稚園児の面倒を見る、との事で、本当にこの地区

で生まれ育って良かったと感じるほど頼もしかったです。

　私自身、今年47歳となり毎日の仕事を頑張っているつもりですが、改めて、この子供たちの様に素

直になり、毎日の仕事を続けられている事は、当たり前の事では無く、とても幸せな事なのだと考え、

日々これからも仕事に邁進していくつもりです。

  宮城県管工業協同組合資材委員会、宮城県管工業協同組合青年部連絡協議会を通じ、皆様と繋がり

を持てる事に感謝したいと思います。最後に地元とは「七郷」です。

投　稿
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□事業者の方へ  …………………………… 以下のサービスを無料で受けられます。　　　　　　　　
　①健康診断結果に基づく医師からの意見聴取
　　労働安全衛生法に定められている健康診断で、異常の所見があった労働者に関して、その健康を

保持するために必要な措置について医師から意見を聴くことができます。
　②脳・心臓疾患のリスクが高い労働者に関する保健指導
　　労働安全衛生法に定められている健康診断の結果、「血中脂質検査」「血圧の検査」「血糖検査」「尿

中の糖の検査」「心電図検査」の項目に異常の所見があった労働者に対し、医師または保健師が
日常生活面での指導や健康管理に関する情報の提供などを行います。

　③メンタルヘルス不調の労働者に対する相談・指導
　　メンタルヘルス不調を感じている労働者に対し、医師または保健師による相談・指導を行います。
　④長時間労働者・高ストレス者に対する面接指導
　　時間外労働が長時間に及ぶ労働者、高ストレス者に対し、心身の疲労の蓄積状況の確認など医師

による面接指導を行います。

　※「①健康診断結果に基づく医師からの意見聴取」、「④長時間労働者・高ストレス者に対する面接
指導（対象者から申出があった場合）」の実施は、労働安全衛生法により事業者に義務付けられ
ています。

□働く方へ…………………………………… 以下のサービスを無料で受けられます。　　　　　　　　
　①脳・心臓疾患のリスクが高い労働者に対する保健指導
　　職場で実施した健康診断の結果、「血中脂質検査」「血圧の検査」「血糖検査」「尿中の糖の検査」「心

電図検査」の項目に異常の所見があったときは、医師または保健師による日常生活面の指導など
を受けることができます。

　②メンタルヘルス不調に関する相談・指導
　　こころの健康に不安を感じているときは、医師または保健師に相談することができます。
　③長時間労働による疲労や健康不安に関する面接指導
　　時間外労働が長時間に及び、疲労が蓄積したときは、医師の面接指導を受けることができます。

□地域産業保健センターのご利用にあたって
　各サービスのご利用にあたっては、地域産業保健センターへの事前の申し込みが必要です。
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国税だより

発行／国税庁



− 36 − − 37 −

「行
こ う

雲
う ん

流
りゅう

水
す い

」
　行く雲と流れる水のように定まった形がなく、自然に移り変わること。また、物事にこだわらず、

悠々とした態度をいう。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の読みを（　）に書いてみて下さい。

　　　１　百合（　　　　　）

　　　２　百舌（　　　　　）

　　　３　百足（　　　　　）

　　　４　百歳（　　　　　）

　　　５　百敷（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。

１　背広をシンチョウする。 （　　　　　）

２　戦後の平均寿命のシンチョウは著しい。 （　　　　　）

３　意味シンチョウな言葉。 （　　　　　）

４　両親ともシンチョウが高い。 （　　　　　）

５　シンチョウな態度で判断することが求められる。 （　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。

１（　　）往　左　往          ２　一　瀉（　　）里

※解答は39頁です。

苦
に が

地
ち

橋

　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）44本の橋が架けられています。

　苦地橋は、仙台市青葉区芋沢と青葉区上愛子を結ぶ橋です。赤
あ

生
こう

木
ぎ

畑前線と呼ばれる市道の橋で、
通称「赤生木橋」とも呼ばれています。現在の橋は、長さ75.7メートル、幅員3.6メートルで、昭和38（1963）
年に完成しました。東日本大震災後、補強工事と塗り替えが行われ、橋の赤色がより鮮やかになりま
した。
　この橋は紅葉の見所としても有名で、上流・下流共、素晴らしい渓谷美を見ることが出来ます。
　かつては、この辺りの南岸に「赤生木温泉」（昭和25年開湯）がありました。

〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕

日本鋳鉄管㈱特約販売店

株式会社 エヌ・シー・ケイ 東北営業所

　　　代表取締役　南　部　義　明
（本　　　社）〒136-0071 東京都江東区亀戸 1 −11− 3  電話 03（3684）5171（代）  FAX03（3684）5130
（東北営業所）〒981-3215 仙台市泉区北中山 4 − 1 − 2  電話 022（379）4393（代）  FAX022（379）4394
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編集歳時記
（2017年新春号№471）

最近思うこと

　先日、帰り道、車を運転していたら、ふと気配を感じ窓の外を見ると、イノシシ数頭が自分と併走
していました。私にとっては、そんなに珍しいことではなく、そのまま帰路につきました。
　イノシシと言えば、今年はクマ出没の情報が近年になく増加しています。県内でもいろいろな場所
で目撃されているようです。仙台の市街地から、少し山間部に入るだけで、クマと遭遇してしまうよ
うな状態です。幸いにも、県内で命に関わるような被害は報告されていませんが、最近では住宅の庭
先にも出没しているようです。
　ツキノワグマは聴力・臭覚などが人間よりもずっと優れており、100メートルを７秒台で走る能力
があるとも言われています。
　もし、クマと遭遇したら、「そっと立ち去る」「刺激しない」「背を向けず後退りする」（大昔には「死
んだふり」）などと、よく言われますが、実際にはパニックになり、そんな冷静な態度はとれないと
思われます。
　山に入る際は、彼等のテリトリーにお邪魔するのだから、感謝の気持ちと謙虚な姿勢で山に入るべ
きだと思います。彼らだって、また人間が踏み込んできたと、我々同様に困惑しているに違いありま
せん。クマに限らず、イノシシ、ニホンザル、カモシカ等の目撃情報も増加し続けています。
　そもそも何故、人と動物との程よい境界線が保たれなくなってきているのでしょうか。私は、よく
言えば大自然の中で育ってきており、子供の頃から自然の動物をたくさん目にしてきました。あの時
代、動物たちは今のように厄介者扱いはされていませんでした。地球温暖化や狩猟人口、林業の停滞
等いろいろな理由が考えられますが、彼らに関心を向けない間に、静かにテリトリーを広げたのでしょ
う。人と自然と動物、理想の共存とはどのようなものなのか、考えても答えはなかなか見つかりません。
　どこかの大統領候補のように境界線に壁でも建てれば…。それだけは違うということくらいは判り
ますが…。
　今後もいっそうの人口減少や都市部への人口集中、土地利用の変化が予想され、人と動物とが住み
分けるエリアや境界線もこれまで以上に変わっていくことでしょう。
　もしかしたら、今年流行したポケモンＧＯ！！のように「野生動物をＧＥＴだぜっ」なんて時代が
来るのかも知れませんね。
　今の時代、走り続けるだけでなく、たまにはゆっくりと自然と向き合い、それぞれに思いを馳せる、
そんな時間も必要なのではないでしょうか。
　さて、今夜もイノシシ君たちと並走しながら家路につこうと思います。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠藤　義郎（㈱丸浩設備工業）

諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．ゆり　　　２．もず　　　３．むかで　　　４．ももとせ・ひゃくさい

　　　５．ももしき

二．　１．新調　　　２．伸長　　　３．深長　　　４．身長　　　５．慎重

三．　右往左往（うおうさおう）

　　　　多くの人が秩序なくあっちへいったり、こっちへ来たりして混乱すること。

　　　一瀉千里（いっしゃせんり）

　　　　非常に早く一気に進むこと。例：「仕事を一瀉千里に片付ける」
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宮城県管工業協同組合　第43期　広報委員会

委 員 長　外　山　佳　嗣　（仙台ガス水道工業㈱　取 締 役 会 長）
副委員長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）

委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）

委　　員　阿　部　祐　光　（宮 春 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　遠　藤　義　郎　（㈱ 丸 浩 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）

専務理事　藤　井　秀　男

常務理事　吉　田　秀　之

編集・発行

本年も誌面の充実に努めて参りますので、ご寄稿と
ご愛読下さいますよう心よりお願い申し上げます。


